
「インドにおける、子どものための芸術・建築学校の設計・施工」
ワークショップ参加者募集

■内容：
21世紀、著しい経済発展を遂げつつあるインドであるが、一方で未だ深い自然と人間文化を備え続けている。
その場所に、未来の在るべき芸術と建築を学ぶための学校を作る計画が、現在日本・インド間で進行中である。
本ワークショップはその学校設立のための準備段階として位置づけられる。
■期間：2015 年 3月 6日 -9 日　　4日間
※但し、2月 10 日正式にプロジェクト課題をインターネット ( 本 HP) にて発表する。
　各自、その内容をフォローし作業準備をして上記本期間に臨むこと。
　なお、3月 6-9 日は石山修武、佐藤研吾が現地に滞在し、他講師とともに指導・クリティークにあたる。
※参加者は 3月 6日 12 時までに下記場所へ参集すること。
■場所： Vadodara Design Academy 　
（B/H. BANCO PRODUCTS,OFF. PADRA ROAD,NEAR ASHARAMBAPU ASHRAM, 
Bil-Chapad Road,Vadodara, Gujarat 391410, India）
(※HP: http://www.vda.in/)

■講師： ・石山修武（Architect, STUDIO GAYA, Japan） 
   ・B.V.Doshi（Architect, Vastu Shilpa consultants, India( ゲストクリティーク )）
   ・Nirav Hirpara(Director of Vadodara Design Academy, India)
   ・飯田寿一（Architect, Vastu Shilpa consultants, India）
   ・佐藤研吾（Architect, STUDIO GAYA, Japan）
■参加費：20,000 円 (JPY)　（渡航費、宿泊費除く )
■宿泊場所：Vadodara Design Academy 構内に宿泊場所有り。詳細は現地にて指示。
■その他： 
 ・参加資格は特に無し。
 ・参加希望者は、下記連絡先に連絡すること。
 ・現地集合現地解散を原則とする。
 ・航空券手配、保険加入、およびビザ取得等は各自で行うこと。
 　（但し、随時相談・質問は受け付ける）
 ・参加費の支払いは現地にて受け付ける。
 ・WS前後の日程でアーメダバード短期滞在のための宿泊場所提
 　供可能。（人数制限有り）

[Pre ワークショップ ]
アーメダバードリサーチウィーク 
□期間 :2 月 24 日 -3 月 5日 10 日間
□参加費 :16,000 円 (JPY) ( 渡航費除く )
□場所 : Sumeru14,Nr Sarthi Hotel, Bodakdev, Ahmedabad, India.
□宿泊場所 : スメルバンガロー
□講師 : ・飯田寿一 (Architect, Vastu Shilpa consultants, India)
 ・Sharad Jhaveri (Researcher, Editer, India)
□内容 : 右記WSに先立ち現地インドにて、WSのための設計図書、
プレゼンテーションボード、模型他を作成する為の準備期間。併せ
てインドのスラム、工事現場等を調査する。

■課題内容（2月 10 日により詳細な内容を公開する。）：
「インドの農村の中に、子どものための絵画・彫刻・初歩的な建築を学べる学校を計画する」

※WS初日 3月 6日に、上記課題の第 1次講評会を行う。設計図書、プレゼンテーションボード、
　および模型等を提出すること。
※実現を前提とした計画であること。
・規模・主な機能：教室数室、教員のための宿舎 (5 室程度 )、ギャラリー、アトリエ・工房、他必要と思われる諸機能。 
・材料および構造：現地で建設可能な材料・構造とする。
・敷地：インド・グジャラート地域の農村。各自自由に設定して良い。

- 連絡先 ‒
STUDIO GAYA
TEL: 03-6319-8958
E-mail: ishiyama.arch@setagaya-mura.net
HP：http://setagaya-mura.net/en/india-ws.html  

■スケジュール

2月 10 日 　　詳細な課題内容をHPにて発表、本期間までに各自課題に取り組む。

3月 6 日 　　(1 日目 )
 　　参加者参集、ワークショップ開始。
 　　第 1次講評会（昼）
 　　講義 ( 夜 )：  石山修武「石山の建築作品とMAN-MADE NATURE」
 　　 　　　佐藤研吾「小さな庭 1  自然対する工作の在り方について」 
　　7日 　　(2 日目 )
 　　講義 ( 昼 )：  飯田寿一
  　　　佐藤研吾「小さな庭 2 作図における自然の感受の在り方について」
 　　第 2次講評会 ( 夜 ) 
　　8日 　　(3 日目 )
 　　講義 ( 朝 )：  Nirav Hirpara
  　　　佐藤研吾「小さな庭 3 大地と人の記憶の関連について」
 　　材料・工法実習もしくは農村調査（昼・予定）
 　　第 3次講評会（夜）
　　9日 　　(4 日目 )
 　　最終講評会、解散


